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【注】オンデマンド化に伴い上製から並製に変更しています。
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今日隆盛を極めているヨーロッパ音楽を育んできたの
は、キリスト教会である。キリスト教音楽の歴史は、ヨー
ロッパのみならず、人間の文化の歴史でもある。初代
教会の音楽から説き起こし、バッハに至る1500年に及
ぶ変遷とそれを支えた精神史を叙述する。

プロローグ　聖書における音楽

第1章　初期キリスト教会の音楽
第2章　ローマ教会とグレゴリオ聖歌の成立
第3章　グレゴリオ聖歌の変容─トロープスとオルガヌム
第4章　中世盛期のポリフォニーと宗教歌曲

第5章　中世からルネサンスへ
第6章　ルネサンス初期の教会音楽
第7章　ルネサンス盛期の教会音楽
第8章　宗教改革とその波紋
第9章　もうひとつの宗教改革
第10章　バロックへの道
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第11章　バロック期のイタリア
第12章　バロック期のフランスとイングランド
第13章　バロック期のドイツ
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名著を
オンデマンド化

キリスト教音楽の歴史
初代教会からJ．S．バッハまで

1934年東京生まれ。1966年ハーヴァード大学大学院博士課程終了
（音楽学）。国際基督教大学、東京藝術大学、東京音楽大学、エリ
ザベト音楽大学などの講師、ハーヴァード大学イタリア・ルネサンス

研究所の研究員、アンティオーク及びアールハム大学の客員教授を務めた後、1982年に国際基督教大学教授となり、
同大学宗教音楽センター所長を兼任、2004年退職後は名誉教授。2022年現在、日本リュート協会、日本イタリア
古楽協会、日本ヘンデル協会会長。
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